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外部評価 様式   

平成３０年度 中央区立月島第一小学校 外部評価報告書 

評価委員：玉井委員長、清水副委員長、木皿儀委員、増田委員、黒川委員、山本委員 

報告書作成者：山本委員 

評価時期  平成３１年２月 

１ 重点目標の評価 

重点目標１について 

・「基礎的な知識及び技能の確実な定着と学びに向かう力を育成する」ことに関して、 

 保護者の 85％が授業参観をして授業の進め方に工夫を感じていた。児童も授業の内容 

 がよくわかると 92％と、高い評価である。校内研究が算数で、習熟度別少人数指導と、

今年から始まった木曜日放課後の補充学習「スタディ月一」の成果が出ているようだ。

しかし、家で毎日学習することは、保護者は 73％、児童も 78％にとどまり、継続し

て学習する習慣が身に付いていない児童への具体的な対策が必要である。 

重点目標２について 

・「規範意識･思いやりの心を醸成し、いじめの根絶を図る」内容では、先生は､悩みなど 

 について話しやすい・相談に乗っている が、前年度と比較すると、児童が 74→79％

と増えているのに、保護者は 76→72％と下がっている。これは、保護者が自分の子を

きちんと理解していないのでは、とも思える。 

・「スタディ月一」で、勉強だけでなく、相談したりふれあったりする時間があったこと

がよかったと思われる。関わりがプラスになったことで、来年度は、火曜と金曜も 8

時 30 分 1 校時スタートとなる予定と聞き、期待できる。 

重点目標３について 

・「健康な生活習慣を確立し、意欲的に心身を鍛える児童を育成する」点では、3 項目と

も、80％を超え概ね良い評価である。羽根つき大会の当日の控え選手の活躍が印象的

であった。今年度設置されたボルダリングウオールの取組が楽しみである。 

２ 今後の改善に向けた意見 

 ・家庭環境など、児童を取り巻く環境が変化してきているので、考える必要がある。ア

ンケートは出発点で、できていない 20％の保護者や児童への、具体的な方策を検討し

てほしい。 

・元気のよいあいさつができる児童なので、今後も続けてほしい。 

・児童数増加にともない、教育現場では、たいへんなことも多い。PTA として協力でき

ることをどんどんやっていくので知らせてほしい。 

３ その他の意見 

 ・校外に目を配っても、月島第一小の児童には、心配な面が見られない。先生方も努力

しているので、安心である。 

 ・月一園、合唱団と特色ある教育活動が、保護者の協力と児童の姿で､涙が出てくるくら

い、嬉しい。 

 

 ＊ ３月に各学校のホームページで公表していきます。 


